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Many shards of ceramics have been found in Manila.  We have researched these ceramics found at Intramuros 
since 2005. In this article, we intend to introduce the date of them, especially Chinese porcelain and 
Japanese porcelain.
The shards of porcelain found in Manila prove not only the demand of porcelain in Manila, but also 
the demand of the American continent and Europe. In 1571 Spaniard constructed their base in Manila for 
the rule of the Philippines and the trade in Asia. The Manila Galleon trade route was established soon 
after Manila had been founded. The route was functioned as the long and wide sea trade route between 
the Asian world and the American continent until the early 19th century. Many goods of the American 
continent, including Mexican silver, crossed the Pacific Ocean and were brought to the Asian world. On 
the other hand, many Asian goods like silks and spices were exported to the American continent by the 
Spanish galleon ships. And the cargos for Acapulco from Manila included Chinese porcelain as well.  A 
large amount of Chinese porcelain crossed the Pacific Ocean and was brought to the American continent, 
furthermore, some of them crossed the Atlantic Ocean and were brought to Europe. 
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Ⅰ　遺跡の概要
　イントラムロスは前に述べたようにスペインがマニラに建設した城塞都市である（Fig.1）。イグナシオ・









遺跡、バストン・デ・サン・ディエゴ（Baston de San Diego）遺跡、ベアテリオ・デ・ラ・コンパニア・







Figure 1. イントラムロス遺跡地図   
Map of Intramuros, showing the archaeological sites
Figure 2. イントラムロス古地図
Old map of Intramuros
（岩生 1966 より転載）
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いる。Figs.7 〜 25 は主に中国磁器（Fig.14-18 はベトナム産）、Fig.6 と Figs.26 〜 30 は主に日本磁器
である。
①中国磁器 （Chinese porcelain）
（16 世紀後半〜 17 世紀前半）
　器種は皿、碗、瓶、壷、合子、人形などがある。釉等の種類は染付、色絵、青磁、藍釉などがある。
産地は景徳鎮系、福建・広東系の磁器のいずれもみられる。1600 年に沈没したサン・ディエゴ号（The 




















Figure 3. イントラムロスのサン ・ ティアゴ砦　
Fort Santiago in Intramuros
Figure 4. イントラムロス街並
The rows of houses inside Intramuros
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遺跡、17 世紀末〜 18 世紀初と推定される碗礁１号沈船遺跡、18 世紀前半と推定される Ca Mau 沈船遺跡、
1752 年に沈んだ Geldermalsen 号などの資料に見られる。Fig.24-16 はバタヴィアン・ウェアの皿である。
Fig.22-11 は菊花唐草文蓋物の蓋である。Ca Mau 沈船遺跡、インドネシア・バンテン遺跡出土遺物に類















している。Fig.22-13 は花唐草文皿である。18 世紀。インドネシア・バンテン遺跡や紅海の Sadana 島沖
沈船の資料に類例が見られる。
（18 世紀後半〜 19 世紀）
　器種は皿、碗、鉢、蓮華などがある。釉などの種類は染付、色絵、白磁、褐釉などがある。生産地は
景徳鎮系、福建・広東系のいずれも見られるが、後者については胎土が灰色がかっている粗製のものと
胎土が白い上質のものが見られる。Geldermalsen 号、Diana 号、Tek Sing 沈没船などの積荷に類例が見
られる。
　Figs.18-5,10は印青花皿、碗である。18世紀〜19世紀初。福建・広東系の窯で生産されたと推定される。
台湾・淇武蘭遺跡、インドネシア・バンテン遺跡、1822 年に沈んだと推定されている Tek Sing 沈没船の
資料の中に類例が見られる。Figs.18-7,9 は麒麟あるいは竜文を描いた染付皿である。文様の崩れが著し
い。型作りで口縁部と底部内の一部は無釉である。徳化窯の三班鎮などで採集されている。1752 年に沈
んだ Geldermalsen 号、Tek Sing 沈没船の遺物に見られ、台湾・淇武蘭遺跡、インドネシアのバンテン遺跡、
大西洋のセントヘレナ島沖でも確認されている。18 世紀後半〜 19 世紀前半。Figs.18-2,3 は内側面に梵
字の崩れた文様を描きつめた染付皿である。Fig.18-11 は見込みに寿字の変形字が描かれている。徳化窯














最も古いもので 1650 ～ 1660 年代の染付芙蓉手皿、最も新しいものは 1680 ～ 1700 年代の染付皿である。




(1650 ～ 1680 年代 )
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　Fig.6-1、Figs.26-1,5,6、Fig.28-2、Fig.29 は粗製の染付芙蓉手皿である。最も多く確認されるもの
の一つである。1650 ～ 1670 年代に有田の外山の窯や周辺窯で生産された。インドネシアなど他の東南
アジアでも出土しているが、イントラムロスでは出土比率が非常に高い。Figs.6-2,3、Figs.26-3,4,7、
Figs.27-1,2、Figs.30-4,7 は染付芙蓉手皿である。これもまた最も多く見られるものの一つである。









（1680 ～ 1700 年代）
　Fig.6-5 は染付竹笹文皿である。笹文（紅葉文？）はコンニャク印判で施文されている。ハリ支え痕が
残る。1680 ～ 1700 年代に有田で生産されたと推定される。Fig.26-12 は染付皿である。裏文様に唐草文
が入る。1680 ～ 1700 年代に有田で生産されたと推定される。Fig.26-11 は染付折縁皿である。紅葉と思
われる文様はコンニャク印判で施されたように見える。Fig.28-3 は染付便器である。長崎市出島遺跡か
ら類例が出土している。
Figure 5. 東南アジア出土の肥前陶磁分布図 
Map of Southeast Asia showing the archaeological sites with Hizen ceramics
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Figure 6. イントラムロス出土肥前磁器　Hizen porcelain from Intramuros in Manila
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拙論に関する訂正について
　本紀要第 25 号「茂木港外遺跡確認調査報告」、第 27 号「近世における窯体構造に関する考察」について、
一部誤りがあった。以下のように訂正を行いたい。
　第 25 号　p59 下から 11 行目
（誤）「出港することは考えにくいが、」（正）「出港することは考えにくい。」
　第 25 号　p59 下から 10 行目
（誤）「残されている。その場合、入港しようとした際であれば」」
（正）「残されているものの、入港しようとした際である可能性が高く、」
　第 27 号　p77 右段下から 10 行目
（誤）「元屋敷窯について述べ、その後に元屋敷窯以降」
（正）「元屋敷窯などの初期の登窯について述べ、その後にそれ以降」




　第 27 号　p79 左段 8行目
（誤）「元屋敷窯で見られた」（正）「元屋敷窯や窯ヶ根窯で見られた」
　また、Fig.8 の１能古焼窯の縮尺を 1/250 から 1/340、Fig.12 の縮尺を 1/250 から 1/200 に訂正する。
－ 39－
金沢大学考古学紀要 28 2006, 29-60.  スペイン時代のマニラ出土磁器　野上・Ronquillo・Orogo・Cuevas・田中
Figure 7. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila



















金沢大学考古学紀要 28 2006, 29-60.  スペイン時代のマニラ出土磁器　野上・Ronquillo・Orogo・Cuevas・田中
Figure 8. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila
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Figure 9. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila
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Figure 10. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila
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Figure 11. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila
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Figure 12. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila
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Figure 13. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila
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Figure 14. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila
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Figure 15. バストン・デ・サン・ディエゴ遺跡出土陶磁器　
Ceramics from Baston de San Diego site in Iniramuros, Manila
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Figure 16. バストン・デ・サン・ディエゴ遺跡出土陶磁器　
Ceramics from Baston de San Diego site in Iniramuros, Manila
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Figure 17. バストン・デ・サン・ディエゴ遺跡出土陶磁器　
Ceramics from Baston de San Diego site in Iniramuros, Manila
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Figure 18. バストン・デ・サン・ディエゴ遺跡出土陶磁器　
Ceramics from Baston de San Diego site in Iniramuros, Manila
(Courtesy: National Museum of the Philippines)
Figure 19. パリアン遺跡出土陶磁器　Ceramics from Parian site in Iniramuros, Manila
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Figure 20. パリアン遺跡出土陶磁器　Ceramics from Parian site in Iniramuros, Manila
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Figure 21. パリアン遺跡出土陶磁器　Ceramics from Parian site in Iniramuros, Manila
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Figure 22. パリアン遺跡出土陶磁器　Ceramics from Parian site in Iniramuros, Manila
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Figure 23. パリアン遺跡出土陶磁器　Ceramics from Parian site in Iniramuros, Manila
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Figure 24. パリアン遺跡出土陶磁器　Ceramics from Parian site in Iniramuros, Manila



















金沢大学考古学紀要 28 2006, 29-60.  スペイン時代のマニラ出土磁器　野上・Ronquillo・Orogo・Cuevas・田中
Figure 25. パリアン遺跡出土陶磁器　Ceramics from Parian site in Iniramuros, Manila
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Figure 26. アユンタミエント遺跡出土陶磁器　Ceramics from Ayuntamiento site in Iniramuros, Manila
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Figure 27. パリアン遺跡出土陶磁器　Ceramics from Parian site in Iniramuros, Manila
(Courtesy: National Museum of the Philippines)
Figure 28. ベアテリオ・デ・ラ・コンパニア・デ・ヘサス遺跡出土陶磁器
Ceramics from Beaterio de la Compania de Jesus site in Iniramuros, Manila
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Figure 29. サン・ルイス遺跡出土陶磁器　Ceramics from San Luis site in Iniramuros, Manila
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Figure 30. サン・ルイス遺跡出土陶磁器　Ceramics from San Luis site in Iniramuros, Manila
(Courtesy: National Museum of the Philippines)
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